
群馬労働局の取組 トピックス（令和６年７⽉10日配信）

（テレワーク・⼈材確保等⽀援助成⾦（テレワークコース））

発信者 雇用環境・均等室

〇群⾺労働局の取組をトピックスで紹介します。お役⽴ち情報を載せていますので、ぜひ貴法⼈・機関、会員の
皆様にもご活用いただけるようお願いいたします。この情報は群馬労働局HP（新着情報）にも掲載しています。

〇ご不明な点は、雇用環境・均等室までお問い合わせください。（027-896-4739）

① テレワークを有効に活用しましょう！

「テレワーク」とは、インターネットなどのICTを活⽤し⾃宅などで仕事をする、時間や場所を有効
に活用できる柔軟な働き方です。ウィズコロナ・ポストコロナの新しい日常や新しい生活様式の観点
からも、有効な働き方です。

【テレワークの効果】
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【費用負担】
労働者に過度の負担が⽣じることは望ましくありません。費⽤負担についてはトラブルになりや
すいので、労使でよく話し合うことが必要です。



② 人材確保等支援助成金（テレワークコース）のご案内

良質なテレワークを制度として導⼊・実施することで、労働者の⼈材確保や雇⽤管理改善等の観
点から効果をあげた中小企業事業主を⽀援します。令和６年４⽉１⽇から助成対象の拡充や助
成率の⾒直しを⾏っています。
テレワーク勤務を、新規に導⼊する事業主の⽅および試⾏的に導⼊している、または導⼊していた事業主の⽅に加え、令和６年

４月１日から既に導入済みで実施を拡大する事業主も対象となります。
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【②目標達成助成】

【①機器等導入助成】

支給要件 支給額

●評価期間後１年間の離職率が、計画提出前１年間の離職率以下であること
●評価期間後１年間の離職率が30％以下であること
●評価期間（目標達成助成）に、１回以上テレワークを実施した労働者数が、
評価期間（機器等導入助成）初日から１年を経過した日における事業所の労働
者数に、計画認定時点における事業所の労働者全体に占める対象労働者の割合
を掛け合わせた人数以上であること

支給対象経費の15％〈25％〉
（〈〉内は賃金要件を満たした場合に適用）

※以下のいずれか低い方の金額が上限額
・100万円 または
・20万円×対象労働者数

支給要件 支給額

●テレワーク実施計画認定以降、機器等導入助成の支給申請日までに助成対象
となる取組（下記参照）を１つ以上行うこと
●テレワークの実施促進について、企業トップ等からのメッセージ発信を行う
など、労働者がテレワークを実施しやすい職場風土作りの取組を行う事業主で
あること
●評価期間（機器等導入助成）における、テレワークに取り組む者として事業
主が指定した対象労働者のテレワーク実績が、一定数あること

※実施を拡大する場合は、上記に加え、評価期間（機器等導入助成）の延べテレワー
ク実施回数を計画提出前３か月と比べて25％以上増加させる必要があります

支給対象経費の50％

※以下のいずれか低い方の金額が上限額
・100万円 または
・20万円×対象労働者数

助成対象となる取組
①就業規則・労働協約・労使協定の作成・変更 ②外部専門家によるコンサルティング
③テレワーク用通信機器等（※）の導入・運用 ④労務管理担当者に対する研修 ⑤労働者に対する研修

※令和６年４月１日から仮想オフィスに係るサービス利用料、クラウドを用いたコミュニケーションツール・ペーパーレス化ツールの利用料が
助成対象となります

▶▶お問い合わせは、群馬労働局雇用環境・均等室（電話 027－896－4739）まで◀◀

③ テレワーク実施のための参考資料

資料の入手方法はこちら！


